
3 ･ 1 1 東日本大震災から2 年が経ちます｡ 被災地では復興 に必要

ながれき( 災害廃棄物) の処理 が急ピッチで進んでいま
-

れ 昨年 1 2

月末現在､ 被災 3 県(岩手県､ 宮城県､ 福島県) 沿岸3 7 市町村で は

地震 ･ 津波の被害で 約1 ,6 2 8 万トン の災害廃棄物が発生｡ 昨年 1 2

月末現在で全体の約4 4 % に当たる7 1 5 万トン(うち約8 5 % が再利

用) が処理されてt 】ます(環境省発表) ｡

アス ベ スト(石綿) は発がん物質です｡ アス ベ ストを吸うと3 0 年 ～

4 0 年の潜伏期闘を経て ､ 中皮腫や肺がんなどの健康被害を発生さ

せるおそれがありますも がれきや建物にはアス ベスト(石綿) が含ま

れて います, 解体 ･ 撤去 ･ 運搬 ･ 処理の過程で飛散したアスベスト粉

じんを労働者やボランティア､ 住民が気づ かぬうちに吸い込む危険

性があります｡

昨年 8 月､ 阪神淡路大震災時にがれきの処理作業に2 か月間従

事した労働者が中皮腫を発症し､ 労災認定されました｡ 東日本大震

災の被災地でも､ アスベ ストによる環境汚染や健康被害を予防するた

めの取り組みが求められて います ｡

アス ベ スト被害のない被災地の復興を実現するために､ ともに考

え､ 行動して いきたいと思いますもぜひご参加くださt ) ｡

3 月 2 0 日 (水 ･ 祝日)
開場 1 3 : 0 0 開始 1 3 :3 0 終了 1 6 : 3 0

⑳ 仙台市市民活動サポ ー トセンタ ー

セミナ ー ホ ー ル ( 6 階)
( 地下鉄広瀬通駅 西5 番出口すぐ)

仙台市青葉区
一

番町四丁目1 - 3 T E L O 2 2 - 2 1 2 -3 0 1 0

ヽ ‥

< 第1 部 シンポジウム>

1
. 講演 ｢ 被災地のがれ き処理状況の

現状と課題J

吉岡 敏明 氏
(東北大学大学院環境科学研究科教授)

2
. 報告 ｢ 被災地のアスベ スト調査報告

と対策の提言J

外山 尚紀
(東京労動安全衛生センタ

ー

､ 労働衛生コンサルタント)

3
. 報告 r 被災地の健康影響調査報告J

広瀬 俊雄 氏

(告課 雷監翳芳琵 ㌫諾)
4

. 報告 r 阪神淡路大震災の復旧作業に
おける労働実態J

南 慎二郎 氏
(立命館大学グロ

ー バルイノベ ー

ション研究機横研究員)

5
.
パネルデイスカッション

コ
ー

ディネ
ー タ ー

中地 垂晴氏
(熊本学園大学教授)

無 料

6
.
アピ ー

ル

中皮腫･ アスベスト疾患･ 患者と家族の会

< 第2 部 体験ワ ー クショップ>

○ チ ェ ッ クしよう! が れ きの 中の

アス ベ ス トの見分け方

○ 試してみよう! アス ベ ス トから

身を守る防じん マ スクの 着け方

< 会場展示> 午前1 0 時 ～ 午後4 時

地震とアスベ ストから身を守るための

学習パネルの展示

アスベストから身を守る防じんマスクの展示

アスベストが含まれるがれき､ 建材の展示

< アスベスト何でも電話相談>

午前1 0 時 ～ 午後4 時

電話番号 0 9 0 t 1 4 0 8 - 4 1 き6

会場 にも相談 コ ー

ナ
ー を設 けて い ます｡

お 気軽 にご相談下さ い ｡

< 主催>

特定非営利活動法人

東京労働安全衛生センタ ー

東京都江東区亀戸7 - 1 0 -1 Z ピル 5 F

T E L O3 -3 6 83 -9 7 65 FA X O 3 -3683 - 9766

h t t p:u VUW W .t O Sh c .o rg / C e n t er ◎t o sh c . o rg

< 協力>

生活協同組合 あいコ ー プみやぎ

中皮腫･じん肺･ アスベストセンタ ー

地雷･石綿･ マスク支援プロジェクト

宮城アス ベ ストセンタ ー

宮城石塊患者 ･ 家族の会

※この 催しは独 立 行政法入場填再生保 全機構地球

環境基金の 助成 を受けて開催します｡

末日本大震災から2年､これからのアスベスト対策を考える集いin仙台




